
第
二
節
　
高
齢
社
会
を
見
据
え
た
健
康
・
医
療
対
策

一　

健
康
づ
く
り
対
策

高
齢
者

の
健
康

我
が
国
で
は
、
国
民
の
栄
養
状
態
の
改
善
や
医
学
の
進
歩
な
ど
に
よ
っ
て
平
均
寿
命
は
年
々
延
伸
し
、
昭
和
五
十

五
（
一
九
八
〇
）
年
に
は
男
七
十
三
・
五
七
歳
、
女
七
十
九
・
〇
〇
歳
、
六
十
年
に
は
そ
れ
ぞ
れ
七
十
四
・
九
五
歳
、

八
十
・
七
五
歳
と
な
り
、
人
生
八
〇
年
時
代
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
平
均
寿
命
の
延
伸
に
伴
っ
て
人
口
の
高
齢
化
も
進

み
、
高
齢
化
率
（
総
人
口
に
占
め
る
六
十
五
歳
以
上
人
口
の
割
合
）
は
昭
和
五
十
五
年
に
九
・
一
％
、
六
十
年
に
は
一
〇
・
三
％
と

な
っ
た
。
兵
庫
県
に
お
け
る
高
齢
化
率
も
全
国
と
ほ
ぼ
同
様
に
、
昭
和
五
十
五
年
九
・
二
％
、
六
十
年
一
〇
・
三
％
と
年
々
高

く
な
り
、
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
国
に
お
い
て
は
、
昭
和
六
十
三
年
か
ら
「
第
二
次
国
民
健
康
づ
く
り
対
策
（
ア
ク
テ
ィ
ブ
八
〇
ヘ
ル
ス
プ
ラ
ン
）」
が
実
施
さ
れ

た
が
、
兵
庫
県
で
は
そ
れ
に
先
駆
け
て
、
六
十
二
年
十
二
月
に
「
人
生
八
〇
年
い
き
い
き
プ
ラ
ン
」
が
制
定
さ
れ
、
健
康
・
福

祉
分
野
に
お
い
て
は
、
①
生
涯
に
わ
た
る
健
康
づ
く
り
、
②
保
健
医
療
の
充
実
、
③
地
域
福
祉
の
向
上
、
④
在
宅
福
祉
の
促
進
、

⑤
施
設
福
祉
の
推
進
、
⑥
保
健
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
総
合
的
推
進
、
⑦
保
健
・
福
祉
施
策
の
連
携
と
マ
ン
パ
ワ
ー
の
確
保
に
つ

い
て
、
具
体
的
な
施
策
が
示
さ
れ
た
。

　
昭
和
六
十
三
年
十
月
に
は
全
国
健
康
福
祉
祭
の
第
一
回
大
会
が
「
い
の
ち
輝
く
長
寿
社
会
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
兵
庫
県
で

開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
健
康
・
福
祉
等
の
総
合
的
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
世
代
間
や
地
域
間
の
交
流
を
深
め
、
ふ
れ
あ
い
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と
活
力
あ
る
い
き
い
き
健
康
長
寿
社
会
の
実
現
を
目
的
と
し
た
全
国
大
会
で
あ
り
、
そ
の

後
毎
年
各
県
持
ち
回
り
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
兵
庫
県
に
お
い
て
は
、
昭
和
六
十
三
年
に

県
内
で
開
催
さ
れ
た
国
民
文
化
祭
、
全
国
福
祉
祭
な
ど
の
成
果
を
継
承
・
発
展
さ
せ
る
た

め
、平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
度
か
ら
県
内
各
地
で
「
ふ
れ
あ
い
の
祭
典
」
を
開
催
し
た
（
令

和
三
年
度
ま
で
）。

健
康
づ
く
り

対
策
の
拡
充

第
一
編
で
述
べ
た
と
お
り
、
我
が
国
で
は
が
ん
、
脳
血
管
疾
患
、
心
臓

病
な
ど
の
慢
性
疾
患
が
増
加
し
た
こ
と
に
伴
い
、
こ
れ
ら
の
疾
患
に
対

し
て
積
極
的
な
健
康
管
理
を
図
る
た
め
の
施
策
を
講
じ
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
兵
庫
県
で
は
、
昭
和
四
十
六
年
か
ら
健
康
手
帳
を
用
い
た
健
康
増
進
に
先
進
的

に
取
り
組
ん
で
い
た
が
、
国
に
お
い
て
は
昭
和
五
十
三
年
か
ら
「
国
民
の
健
康
づ
く
り
対
策
」
が
開
始
さ
れ
た
。

　
昭
和
五
十
五
年
に
実
施
さ
れ
た
「
県
民
全
世
帯
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
は
、
全
世
帯
の
約
半
数
が
生
活
目
標
を
健
康
づ
く
り
に
お

き
、
約
九
割
の
世
帯
で
は
「
食
事
、
睡
眠
、
運
動
な
ど
の
方
法
で
健
康
に
気
を
つ
け
て
い
る
」
と
答
え
る
な
ど
、
総
合
的
な
健

康
づ
く
り
対
策
の
必
要
性
が
示
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
昭
和
五
十
七
年
を
「
健
康
元
年
」
と
位
置
づ
け
、「
意
識
づ
く
り
」「
人
づ

く
り
」「
場
づ
く
り
」
を
三
本
柱
と
し
て
、
積
極
的
な
健
康
づ
く
り
施
策
が
展
開
さ
れ
た
。

　
具
体
的
に
は
、
昭
和
五
十
七
年
度
に
「
健
康
元
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」（
参
加
人
員
約
七
〇
〇
人
）
や
「
ひ
ょ
う
ご
健
康
づ

く
り
県
民
大
会
」（
約
四
〇
〇
〇
人
）、「
兵
庫
県
食
生
活
大
会
」（
約
七
二
〇
人
）、
ひ
ょ
う
ご
食
生
活
フ
ェ
ア
（
約
九
〇
〇
〇
人
）

を
開
催
し
た
。
ま
た
、
昭
和
五
十
八
年
か
ら
、
九
月
を
健
康
づ
く
り
強
調
月
間
と
し
、
期
間
中
に
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
普
及
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啓
発
活
動
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
昭
和
五
十
七
年
度
に
は
、
神
戸
市
東
灘
区
に
県
立

健
康
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
従
来
の
健
康
診
査
に
と
ど
ま
ら
ず
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
指
導
に

よ
り
、
科
学
的
な
デ
ー
タ
を
基
に
栄
養
、
運
動
、
休
養
を
組
み
合
わ
せ
た
積
極
的
な
健
康
づ

く
り
が
実
践
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
ま
た
、
医
師
の
指
導
の
下
に
絶
食
療
法
や
食
事
療
法
を

行
う
「
健
康
道
場
」
が
淡
路
島
の
五
色
町
（
現
洲
本
市
）
に
開
設
さ
れ
た
。
兵
庫
県
立
健
康

セ
ン
タ
ー
及
び
五
色
町
健
康
道
場
は
、
当
初
は
ひ
ょ
う
ご
母
と
子
の
協
会
が
管
理
運
営
を

行
っ
た
が
、
同
協
会
は
平
成
十
一
年
に
兵
庫
県
総
合
保
健
協
会
と
統
合
さ
れ
て
兵
庫
県
健
康

財
団
と
な
り
、
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
の
健
康
診
断
や
保
健
指
導
、
運
動
指
導
な
ど
の
様
々
な
健

康
づ
く
り
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
短
時
間
で
人
間
ド
ッ
ク
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
健
康
管
理
に
つ
い
て
の
相
談
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
保
健
所
で
の
二
時
間
人
間
ド
ッ
ク
の
開
始
、
保
健
所
と
姫
路
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
を
専
用
電
話
回
線
で
結
ぶ
電
送
心
臓
検

診
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
昭
和
六
十
年
九
月
に
は
、
地
域
住
民
の
心
と
か
ら
だ
の
健
康
づ
く
り
の
指
針
と
し
て

「
兵
庫
県
民
健
康
憲
章
」
が
制
定
さ
れ
た
。

が
ん
対
策

の
展
開

兵
庫
県
に
お
い
て
は
、
国
よ
り
も
早
く
、
昭
和
五
十
三
年
に
が
ん
が
死
因
の
第
一
位
と
な
っ
て
い
た
。
昭
和
五

十
五
年
の
兵
庫
県
に
お
け
る
が
ん
に
よ
る
死
亡
は
七
五
七
八
人
（
全
死
亡
の
二
三
・
五
％
）
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

後
は
死
亡
者
数
、
全
死
因
に
対
す
る
割
合
と
も
に
年
々
増
え
続
け
、
六
十
年
に
は
が
ん
に
よ
る
死
亡
が
全
死
亡
者
の
四
人
に
一

人
以
上
と
な
っ
た
。
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国
に
お
い
て
は
、
昭
和
五
十
八
年
に
「
対
が
ん
一
〇
カ
年
総
合
戦
略
」
が
策
定
さ
れ
、

が
ん
対
策
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
県
に
お
い
て
も
、
が
ん
の
撲
滅
を
目
指
し
た

総
合
的
な
取
組
を
進
め
る
た
め
、
昭
和
六
十
二
年
五
月
に
ひ
ょ
う
ご
対
が
ん
戦
略
会
議
を

設
置
し
、
同
年
十
月
に
「
ひ
ょ
う
ご
対
が
ん
戦
略
に
関
す
る
提
言
」
が
示
さ
れ
た
。
こ
の

提
言
に
基
づ
き
、「
が
ん
ゼ
ロ
兵
庫
」
を
戦
略
目
標
と
設
定
し
、
当
面
の
目
標
は
「
が
ん

に
よ
る
死
亡
率
を
全
国
平
均
以
下
に
す
る
」
こ
と
と
し
て
、
予
防
、
教
育
啓
蒙
、
検
診
、

医
療
、
研
究
、
情
報
、
推
進
体
制
の
六
本
の
柱
に
よ
り
、
中
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
て
総

合
的
な
対
策
が
推
進
さ
れ
た
。

　
行
政
と
県
民
が
一
体
と
な
っ
て
実
効
性
の
あ
る
が
ん
対
策
を
進
め
る
た
め
、
職
域
、
地

域
、
学
校
関
連
な
ど
の
県
内
三
一
団
体
で
構
成
す
る
「
ひ
ょ
う
ご
対
が
ん
戦
略
県
民
運
動
推
進
協
議
会
」
が
昭
和
六
十
三
年
度

に
設
置
さ
れ
、
広
報
啓
蒙
活
動
を
推
進
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
平
成
元
年
度
に
ひ
ょ
う
ご
対
が
ん
戦
略
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
開
催
さ
れ
る
と
と
も
に
、
同
年
か
ら
ひ
ょ
う
ご
対
が
ん
戦
略
推
進
県
民
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

二　

医
療
対
策

地
域
保
健
医
療
計

画
の
は
じ
ま
り

我
が
国
で
は
昭
和
二
十
三
年
に
施
行
さ
れ
た
医
療
法
に
基
づ
い
て
医
療
施
設
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き
た

が
、
人
口
の
高
齢
化
、
疾
病
構
造
の
変
化
、
医
療
技
術
の
進
歩
な
ど
に
対
応
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て

き
た
。
医
療
資
源
の
地
域
的
偏
在
の
是
正
と
医
療
施
設
の
連
携
を
進
め
る
た
め
、
昭
和
六
十
年
の
医
療
法
改
正
に
よ
っ
て
都
道
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府
県
医
療
計
画
制
度
が
導
入
さ
れ
、
病
床
の
適
正
配
置
や
医
療
施
設
の
連
携
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
兵
庫
県
で
は
、「
健
康
元
年
」
と
位
置
づ
け
た
昭
和
五
十
七
年
度
か
ら
、
県
民
の
健
康
を
保
健
、
医
療
の
両
面
か
ら
支
援
す

る
た
め
の
総
合
的
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
、
兵
庫
県
健
康
対
策
協
議
会
に
お
い
て
地
域
保
健
医
療
計
画
の
策
定
に
着
手
し
た
。

さ
ら
に
、
昭
和
六
十
年
に
は
兵
庫
県
地
域
保
健
医
療
計
画
検
討
会
議
を
設
置
し
て
、
生
涯
を
通
じ
た
健
康
管
理
を
行
う
保
健
シ

ス
テ
ム
と
一
貫
性
の
あ
る
効
率
性
の
良
い
医
療
を
提
供
す
る
医
療
シ
ス
テ
ム
を
二
本
の
柱
と
す
る
計
画
に
つ
い
て
の
検
討
が
進

め
ら
れ
、
六
十
二
年
四
月
に
医
療
法
の
規
定
に
基
づ
く
医
療
計
画
と
し
て
、「
兵
庫
県
地
域
保
健
医
療
計
画
」
が
策
定
さ
れ
た
。

　
こ
の
計
画
で
は
、
地
域
の
保
健
医
療
需
要
の
把
握
と
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
の
評
価
を
踏
ま
え
て
、
一
次
、
二
次
、
三

次
の
保
健
医
療
圏
域
が
次
の
と
お
り
設
定
さ
れ
た
。

　
一
次
保
健
医
療
圏
域
：
日
常
生
活
で
必
要
な
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
場
と
し
て
、
市
町
の
行
政
区
域
と
さ
れ
た
。

　
二
次
保
健
医
療
圏
域
：
専
門
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
除
く
ほ
と
ん
ど
の
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
完
結
し
、
地
域
基
幹
医
療
機
関
を

核
と
し
た
医
療
の
シ
ス
テ
ム
化
と
保
健
、
医
療
、
福
祉
の
連
携
が
図
ら
れ
る
区
域
と
し
て
、
神
戸
、
阪
神
、
東
播は
り
磨ま

臨
海
、
東

播
磨
内
陸
、
西
播
磨
、
西
播
磨
臨
海
、
北
但た
じ
ま馬

、
西
南
但
馬
、
丹
波
、
淡
路
の
一
〇
区
域
が
設
定
さ
れ
た
。

　
三
次
保
健
医
療
圏
域
：
特
殊
専
門
的
な
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
区
域
と
し
て
兵
庫
県
全
域
と
さ
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
各
圏
域
に
お
け
る
医
療
機
関
、
医
療
従
事
者
の
状
況
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
上
で
、
医
療
法
の
規
定
に
基
づ
い
て
、

病
床
の
整
備
目
標
と
な
る
病
院
の
必
要
病
床
数
が
、
精
神
病
床
と
結
核
病
床
に
つ
い
て
は
兵
庫
県
全
域
で
、
そ
の
他
の
病
床
に

つ
い
て
は
二
次
保
健
医
療
圏
域
ご
と
に
算
定
さ
れ
た
。
昭
和
五
十
九
年
末
に
お
け
る
既
存
病
床
数
は
、
い
ず
れ
も
必
要
病
床
数

よ
り
も
少
な
く
、
特
に
東
播
磨
臨
海
、
西
播
磨
、
淡
路
の
三
圏
域
で
は
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
〇
〇
床
以
上
も
不
足
し
て
お
り
、
特
に
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こ
れ
ら
の
圏
域
に
お
い
て
医
療
機
関
の
整
備
が
急
務
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
も
高
齢
化
の
進
展
や
疾
病
構
造
の
変
化
な
ど
、
保
健
・
医
療
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
わ
り
、
県
民
の
保
健
や

医
療
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
が
進
む
中
で
、
当
初
の
計
画
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
五
年
経
過
し
た
時
点
で
見
直
し
が
行
わ
れ
、

平
成
四
年
四
月
に
新
た
な
「
兵
庫
県
保
健
医
療
計
画
」
が
策
定
さ
れ
た
。
新
し
い
計
画
で
は
、
生
涯
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
、

適
切
な
医
療
の
確
保
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携
に
重
点
が
置
か
れ
、
健
康
増
進
か
ら
、
疾
病
の
予
防
と
治
療
、
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
に
至
る
包
括
的
な
保
健
医
療
体
制
の
確
立
を
図
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
保
健
医
療
圏
域
は
先
の
計
画
か
ら
変
更
は
な

か
っ
た
が
、
必
要
病
床
数
が
見
直
さ
れ
た
。
一
方
、
こ
の
間
に
県
内
の
病
院
の
病
床
数
は
増
加
し
た
た
め
、
神
戸
と
西
播
磨
臨

海
圏
域
で
は
既
存
病
床
数
が
必
要
病
床
数
を
上
回
っ
て
い
た
。
そ
の
他
の
八
圏
域
の
既
存
病
床
数
は
必
要
病
床
数
よ
り
も
少
な
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か
っ
た
が
、
一
〇
〇
〇
床
以
上
不
足
し
て
い
る
圏
域
は
な
く
な
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
平
成
五
年
十
二
月
に
は
二
次
保
健
医
療
圏
域
ご
と
に
「
地
域
保
健
医
療
計
画
」
が
策
定
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
各
圏

域
の
産
業
構
造
や
、
人
口
構
成
、
疾
病
構
造
な
ど
の
地
域
特
性
を
踏
ま
え
て
、
総
合
的
な
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る

体
制
の
整
備
を
目
指
し
て
、
各
市
町
や
関
係
団
体
、
関
係
機
関
が
連
携
し
て
取
り
組
む
方
向
性
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

医
療
体
制

の
整
備

兵
庫
県
に
お
け
る
病
院
数
は
、
昭
和
五
十
五
年
に
は
三
一
五
病
院
（
一
般
病
院
二
八
三
、
精
神
病
院
二
七
、
伝
染
病

院
二
、
結
核
病
院
三
）
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
年
々
増
加
し
、
平
成
六
年
に
は
三
五
七
病
院
（
一
般
病
院
三
二
四
、

精
神
病
院
三
一
、
伝
染
病
院
一
、
結
核
病
院
一
）
と
な
っ
た
。
人
口
一
〇
万
対
で
み
る
と
昭
和
五
十
五
年
に
は
六・一
（
全
国
平
均
七・

七
）
で
あ
っ
た
も
の
が
、
平
成
六
年
に
は
六
・
五
（
七
・
八
）

に
増
加
し
た
が
、
全
国
平
均
よ
り
も
少
な
か
っ
た
。

　
病
院
病
床
数
は
、
昭
和
五
十
五
年
に
は
五
万
九
二
四
床
（
一

般
病
床
三
万
五
五
二
六
、
精
神
病
床
九
八
四
九
、
伝
染
病
床
八
三
五
、

結
核
病
床
四
七
一
四
）
で
あ
っ
た
が
、
平
成
六
年
に
は
六
万
四
二

六
二
床
（
一
般
病
床
五
万
一
〇
〇
、
精
神
病
床
一
万
二
二
〇
四
、
伝

染
病
床
二
五
八
、
結
核
病
床
一
七
〇
〇
）
と
な
っ
て
お
り
、
一
般

病
床
、
精
神
病
床
が
大
き
く
増
加
し
た
。
人
口
一
〇
万
対
で
み

る
と
昭
和
五
十
五
年
の
九
八
九
・
八
（
全
国
平
均
一
一
二
七
・
一
）

か
ら
平
成
六
年
に
は
一
一
六
二
・
八
（
一
三
四
一
・
三
）
に
増

表59　兵庫県における病院数、病院病床数の推移

区分
病院数 病院病床数

施設数 人口10万対 病床数 人口10万対
昭和55年 315 6.1 50,924   989.8
　　56　 321 6.2 52,199 1009.4
　　57　 327 6.3 53,254 1022.3
　　58　 330 6.3 54,566 1041.9
　　59　 336 6.4 56,011 1064.1
　　60　 340 6.4 57,069 1079.7
　　61　 345 6.5 58,495 1102.0
　　62　 350 6.6 60,658 1138.1
　　63　 359 6.7 63,178 1179.5
平成元年 361 6.7 63,675 1181.6
　　 2　 363 6.7 64,064 1183.5
　　 3　 357 6.6 63,533 1167.1
　　 4　 358 6.5 63,963 1168.8
　　 5　 359 6.5 64,087 1165.3
　　 6　 357 6.5 64,262 1162.8
� （『衛生統計年報』より作成）
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加
し
た
が
、
全
国
平
均
よ
り
も
低
く
、
そ
の
差
は
拡
大
し
て
い
た
。

　
疾
病
構
造
の
変
化
や
県
民
の
医
療
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
医
療
体
制
を
確
保
す
る
た
め
、
県
立

病
院
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
昭
和
五
十
六
年
に
は
我
が
国
で
初
め
て
の
循
環
器
疾
患

専
門
の
自
治
体
病
院
と
し
て
、
兵
庫
県
立
姫
路
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
た
。
同
病
院

は
、
死
因
の
第
二
位
、
第
三
位
を
占
め
る
脳
血
管
疾
患
及
び
心
疾
患
等
の
循
環
器
疾
患
に
対
す

る
高
度
専
門
医
療
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
県
内
の
保
健
所
と
相
互
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
ぶ
電
送

に
よ
る
心
電
図
解
析
体
制
が
全
国
に
先
駆
け
て
整
備
さ
れ
る
な
ど
、
循
環
器
疾
患
に
対
す
る
全

県
の
拠
点
病
院
と
し
て
の
機
能
を
担
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　
昭
和
五
十
九
年
に
は
、従
来
の
兵
庫
県
立
病
院
が
ん
セ
ン
タ
ー
（
一
二
〇
床
）
が
廃
止
さ
れ
て
、

新
た
に
明
石
市
に
兵
庫
県
立
成
人
病
セ
ン
タ
ー
（
一
八
〇
床
）
が
開
設
さ
れ
た
。
昭
和
六
十
二
年
に
は
総
病
床
数
が
四
〇
〇
床

と
な
り
、
県
立
検
診
セ
ン
タ
ー
を
統
合
す
る
な
ど
、
が
ん
に
対
す
る
高
度
専
門
医
療
体
制
の
充
実
が
図
ら
れ
た
。

　
昭
和
六
十
一
年
に
は
兵
庫
県
立
尼
崎
病
院
が
新
築
移
転
（
病
床
数
五
〇
〇
）
し
、
そ
の
後
は
県
立
西
宮
病
院
、
淡
路
病
院
の

改
築
な
ど
、
県
立
病
院
の
整
備
が
進
め
ら
れ
た
。

　
昭
和
六
十
三
年
に
は
県
立
柏
原
病
院
に
リ
ハ
ビ
リ
棟
が
設
置
さ
れ
、
同
病
院
を
中
核
病
院
と
し
、
地
域
の
医
療
機
関
、
自
治

体
と
の
連
携
に
よ
る
丹
波
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
が
開
始
さ
れ
た
。
平
成
五
年
に
は
、
全
国
初
の
老
人
性
痴
呆

専
門
の
医
学
的
研
究
施
設
と
し
て
、
姫
路
市
に
県
立
高
齢
者
脳
機
能
研
究
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
平
成
六
年
に

は
県
立
こ
ど
も
病
院
に
周
産
期
医
療
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
、
超
未
熟
児
や
切
迫
流
産
の
お
そ
れ
が
あ
る
妊
産
婦
な
ど
の
ハ
イ
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リ
ス
ク
な
母
子
を
二
四
時
間
体
制
で
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
救
急
医
療
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
五
年
に
阪
神
地
域
に
お
け
る
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
が
兵

庫
医
科
大
学
病
院
に
設
置
さ
れ
た
。
ま
た
、
救
急
医
療
へ
の
対
応
は
休
日
夜
間
救
急
セ
ン
タ
ー
、

在
宅
当
番
医
制
、
病
院
群
輪
番
制
な
ど
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
き
た
が
、
昭
和
五
十
六
年
四
月
に

県
内
全
域
を
カ
バ
ー
す
る
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
が
稼
動
し
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
県

内
約
二
八
〇
の
医
療
機
関
と
神
戸
、
姫
路
の
血
液
セ
ン
タ
ー
に
医
療
デ
ー
タ
装
置
が
設
置
さ
れ
、

各
医
療
機
関
で
の
手
術
や
入
院
の
可
否
、
血
液
の
保
存
状
況
な
ど
が
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

に
送
信
さ
れ
、
医
療
機
関
や
消
防
機
関
か
ら
の
照
会
に
対
し
て
適
切
な
医
療
機
関
に
関
す
る
情

報
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、
医
療
の
高
度
化
・
専
門
化
、
高
齢
化
な
ど
の
保
健
医
療
環
境
の
変
化
に
伴
い
、
専
門
的
知
識
・
技
術
を
備
え
、
適
切

な
判
断
力
・
行
動
力
を
有
す
る
資
質
の
高
い
看
護
職
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
県
で
は
、
平
成
元
年
三
月
に
県
立

看
護
大
学
設
置
懇
話
会
を
設
置
し
、
建
学
の
理
念
、
看
護
大
学
の
在
り
方
、
教
育
課
程
や
教
員
構
成
等
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

が
行
わ
れ
た
。
同
年
六
月
に
は
県
立
看
護
大
学
設
立
準
備
委
員
会
が
発
足
し
て
、平
成
二
年
二
月
に
「
兵
庫
県
立
看
護
大
学
（
仮

称
）
設
立
基
本
計
画
」
が
策
定
さ
れ
、
生
命
の
尊
厳
を
基
盤
と
し
た
豊
か
な
人
間
性
を
培
い
、
看
護
に
関
す
る
総
合
的
能
力
を

習
得
す
る
こ
と
を
教
育
の
理
念
と
し
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
策
定
や
教
員
の
選
考
が
進
め
ら
れ
た
。
平
成
五
年
四
月
に
は
、
国
公

立
と
し
て
は
全
国
初
の
四
年
制
の
看
護
系
単
科
大
学
と
な
る
兵
庫
県
立
看
護
大
学
が
明
石
市
の
県
立
成
人
病
セ
ン
タ
ー
の
隣
接

地
に
開
学
し
、
高
度
な
専
門
知
識
と
技
術
を
有
す
る
看
護
職
の
育
成
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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医
療
費
公
費
負

担
制
度
の
拡
充

第
一
編
で
述
べ
た
と
お
り
、
兵
庫
県
で
は
昭
和
四
十
七
年
か
ら
難
病
、
特
定
疾
患
に
対
し
て
医
療
費
の
公
費

負
担
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
は
国
が
開
始
し
た
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
、
小
児
慢
性
特
定
疾
患
治
療

研
究
事
業
で
指
定
さ
れ
た
対
象
疾
患
に
加
え
て
、
県
独
自
に
橋
本
病
、
突
発
性
難
聴
な
ど
の
五
疾
患
を
追
加
指
定
し
て
い
た
が
、

昭
和
六
十
二
年
に
は
内
分
泌
疾
患
、
糖
尿
病
、
先
天
性
代
謝
異
常
の
三
疾
患
が
追
加
指
定
さ
れ
、
医
療
費
の
公
費
負
担
制
度
が

拡
充
さ
れ
た
。

　
一
歳
未
満
の
乳
児
医
療
費
の
公
費
負
担
制
度
に
つ
い
て
は
、
平
成
四
年
度
か
ら
所
得
制
限
が
撤
廃
さ
れ
、
六
年
度
か
ら
は
対

象
が
三
歳
未
満
児
ま
で
拡
大
さ
れ
た
。

伝
染
病
の
低
減

と
エ
イ
ズ
対
策

兵
庫
県
に
お
け
る
昭
和
五
十
五
年
〜
平
成
六
年
の
一
五
年
間
で
法
定
・
指
定
伝
染
病
の
合
計
届
出
数
は
赤
痢

五
四
二
人
（
四
十
二
〜
五
十
四
年
の
一
三
年
間
で
三
五
六
七
人
）、
腸
チ
フ
ス
一
一
六
人
（
同
三
五
一
人
）、
パ
ラ

チ
フ
ス
三
八
人
（
同
四
九
人
）、
コ
レ
ラ
三
八
人
（
同
四
人
）、
猩

し
ょ
う

紅こ
う

熱
三
六
人
（
同
八
〇
九
人
）、
日
本
脳
炎
一
四
人
（
同
一
五
一
人
）、

流
行
性
脳
脊
髄
膜
炎
六
人
（
同
三
四
人
）、
ジ
フ
テ
リ
ア
五
人
（
同
一
八
三
人
）
で
あ
っ
た
。
赤
痢
は
毎
年
二
〇
人
以
上
の
患
者

が
発
生
し
、
平
成
五
年
は
七
二
人
と
最
も
多
か
っ
た
が
、
そ
の
他
の
伝
染
病
の
発
生
は
少
数
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
届
出
伝
染
病

で
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
一
万
二
三
七
二
人
（
同
三
万
九
二
〇
人
）、
麻
疹
四
三
八
三
人
（
同
一
万
七
七
三
一
人
）
が
多
か
っ
た
が
、

年
に
よ
る
差
が
大
き
か
っ
た
。
性
病
予
防
法
に
よ
る
届
出
で
は
、
淋
病
九
七
四
人
（
同
三
九
五
七
人
）、
梅
毒
四
一
八
人
（
同
三

四
二
五
人
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
衛
生
状
態
の
改
善
、
予
防
接
種
の
普
及
な
ど
に
よ
り
、
感
染
症
の
発
生
は
か
な
り
低

減
し
て
い
っ
た
。
昭
和
五
十
五
年
に
は
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
に
よ
っ
て
地
球
上
か
ら
天
然
痘
が
根
絶
さ
れ
た
こ
と
が
宣

言
さ
れ
た
。
一
方
で
、
昭
和
五
十
六
年
に
エ
イ
ズ
（
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
：
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
）、
五
十
七
年
に
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
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Ｏ
１
５
７
が
初
め
て
報
告
さ
れ
る
な
ど
、
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
感
染
症
が
新
た
に
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
エ
イ
ズ
は
、
昭
和
五
十
六
年
に
米
国
で
初
め
て
報
告
さ
れ
た
疾
患
で
あ
り
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）
の
感
染

に
よ
っ
て
免
疫
機
能
が
低
下
し
て
様
々
な
合
併
症
を
生
じ
る
。
我
が
国
で
は
昭
和
六
十
年
に
初
め
て
報
告
さ
れ
た
が
、
当
初
の

患
者
は
男
性
同
性
愛
者
と
輸
入
血
液
製
剤
を
用
い
た
血
友
病
患
者
に
限
ら
れ
て
い
た
。

　
昭
和
六
十
二
年
一
月
、
国
の
エ
イ
ズ
対
策
専
門
家
会
議
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
委
員
会
で
、
神
戸
市
に
居
住
す
る
女
性
が
我
が

国
初
の
女
性
の
エ
イ
ズ
患
者
と
認
定
さ
れ
、
異
性
と
の
性
的
関
係
に
よ
っ
て
感
染
し
た
初
め
て
の
事
例
と
さ
れ
た
。
県
民
の
不

安
の
高
ま
り
に
対
応
す
る
た
め
、
県
で
は
対
策
本
部
を
設
置
し
、
県
内
の
全
保
健
所
で
住
民
の
相
談
に
応
じ
る
と
と
も
に
、
全

保
健
所
と
一
医
療
機
関
で
エ
イ
ズ
抗
体
検
査
を
開
始
し
た
。
そ
の
後
、
県
内
の
全

医
療
機
関
で
エ
イ
ズ
抗
体
検
査
の
た
め
の
採
血
を
受
け
付
け
、
県
内
各
ブ
ロ
ッ
ク

の
一
八
病
院
を
専
門
医
療
機
関
と
す
る
体
制
を
整
え
た
。
ま
た
、
兵
庫
県
エ
イ
ズ

対
策
専
門
委
員
会
を
設
置
し
て
、
同
年
十
一
月
に
医
療
従
事
者
を
対
象
と
し
た
エ

イ
ズ
対
策
の
手
引
書
『
兵
庫
県
エ
イ
ズ
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
を
作
成
し
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ

感
染
者
へ
の
告
知
と
指
導
、
医
療
機
関
内
の
感
染
予
防
の
在
り
方
な
ど
を
示
し
た
。

　
国
で
は
、
昭
和
六
十
年
か
ら
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
委
員
会
に
よ
っ
て
エ
イ
ズ
患
者

と
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
の
発
生
状
況
が
把
握
さ
れ
て
い
た
が
、
平
成
元
年
に
「
後
天
性

免
疫
不
全
症
候
群
の
予
防
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、
医
師
に
よ
る
届
出
が

義
務
付
け
ら
れ
た
。
平
成
六
年
ま
で
の
兵
庫
県
に
お
け
る
エ
イ
ズ
患
者
・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
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感
染
者
の
累
計
は
、
患
者
四
人
（
男
二
人
、
女
二
人
）、
感
染
者
一
八
人
（
男
一
一
人
、
女
七
人
）
で
あ
っ
た
。

第
三
節
　
社
会
福
祉
を
め
ぐ
る
新
た
な
課
題
へ
の
対
応

一　

バ
ブ
ル
経
済
期
前
後
の
貧
困
問
題

生
活
保
護
制

度
の
見
直
し

昭
和
五
十
六
（
一
九
八
一
）
年
に
厚
生
省
は
、各
都
道
府
県・各
指
定
都
市
民
生
主
管
部
（
局
）
長
に
向
け
て
「
生

活
保
護
の
適
正
実
施
の
推
進
に
つ
い
て
」（
通
称
「
一
二
三
号
通
知
」）
を
通
知
し
た
。
こ
れ
は
、
生
活
保
護
の
申

請
時
に
資
産
・
収
入
等
の
詳
細
な
申
告
書
提
出
を
要
求
す
る
ほ
か
、
福
祉
事
務
所
が
預
貯
金
の
有
無
な
ど
を
関
係
先
に
独
自
に

調
査
で
き
る
よ
う
、
あ
ら
か
じ
め
申
請
者
か
ら
包
括
的
な
「
同
意
書
」
を
提
出
さ
せ
る
と
い
っ
た
内
容
で
あ
っ
た
。
こ
の
通
知

が
行
わ
れ
た
背
景
に
は
、
生
活
保
護
理
由
の
手
続
き
的
権
利
や
保
護
請
求
権
を
形
骸
化
し
か
ね
な
い
動
き
、
具
体
例
と
し
て
暴

力
団
関
係
者
に
よ
る
生
活
保
護
受
給
事
件
の
発
生
な
ど
が
続
い
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

　
昭
和
五
十
八
年
に
保
護
基
準
の
算
定
方
式
は
、
格
差
縮
小
方
式
か
ら
水
準
均
衡
方
式
に
変
更
さ
れ
た
。
水
準
均
衡
方
式
は
、

総
理
府
の
諮
問
機
関
で
あ
る
第
二
次
臨
時
行
政
調
査
会
（
昭
和
五
十
六
年
発
足
）
の
答
申
を
受
け
て
導
入
さ
れ
た
も
の
で
、
現
在

ま
で
維
持
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
方
式
の
導
入
に
伴
っ
て
生
活
保
護
基
準
は
、
当
該
年
度
に
想
定
さ
れ
る
国
民
の
消
費
動
向
や
社

会
経
済
情
勢
を
総
合
的
に
踏
ま
え
て
改
定
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
保
護
基
準
の
算
定
方
式
の
見
直
し
と
と
も
に
、
生
活

保
護
費
の
地
方
負
担
割
合
の
引
上
げ
が
実
施
さ
れ
た
。
国
の
負
担
割
合
は
、
昭
和
六
十
年
度
か
ら
の
四
年
間
は
、
そ
れ
ま
で
の
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